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専攻演習 河原　岳志

Selected Seminar 　

1 前期（随時） 集中･不定期 4年生

　 演習

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し 専門的な知識や研究能力を修得している。
ている

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 地球的な広い国際的視野と同時に現実的な地域の視点に立って
現実的な地域の視点に立って問題をとらえ解決する能力を修得 問題をとらえ解決する能力を修得している。
している

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし 専門的知識や研究能力を基礎として的確な情報を収集・理解し、
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。 発信できる能力を修得している。

⇔

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 地球的な広い国際的視野と同時に現実的な地域の視点に立って
現実的な地域の視点に立って様々な課題をとらえ、解決する能 様々な課題をとらえ、解決する能力を修得している。
力を修得している。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 　食品関係の最新の学術雑誌に掲載された英語論文を担当者が熟読し，研究室のメンバー全員の前でパ
ワーポイントで作成したスライドにより説明します。発表の後，メンバー全員でその研究内容に関して
議論をします。教員は補足説明や解説を加えます。

(5)授業計画 　持ち回りで各週の担当者を決めておき，担当者は授業日前述までに発表内容に関する資料を作成して
研究室のスタッフ全員に配布します。授業日当日は「授業の概要」で示したとおりです。一回当たりの
授業時間は60～90分です。

(6)自主学習の指
針

　担当する英語論文を機械的に和訳するだけではなく，関連する日本語の教科書等でその専門に関する
基礎知識を十分に修得して臨んでください。また発表は公の場での発表を意識し，視聴者に伝えること
を重視した姿勢を心がけてください。

(7)成績評価の基
準

　成績の評価基準は以下の通りです。

　学内で自身の研究内容のプレゼンテーションは行えるが，内容が不完全である。　→「水準にある」
　学内で自身の研究内容を，その背景を含め適切にプレゼンテーションできる。　→「やや上にある」
　学内で研究内容をその背景を含め適切にプレゼンテーションし，質問にも的確に答えることができる。
また研究室内での他の発表者へ質問できる。　→「かなり上にある」
　上記を全て満たしたうえで，学外での学会発表の場などで代表者として適切なプレゼンテーションを
行える。また研究室外で自分の専門とは異なる人のプレゼンテーションに対しても積極的に質問できる。
　→「かなり上にある」

(8)事前事後学習
の内容

　自身の研究に関連する英語論文のプレゼンテーションは，卒業発表のための技量を身に着ける場です
ので，必ず内容について予習するようにしてください。またうまく説明できなかった場所や答えられな
かった質問内容について事後学習をしっかりして，次回の担当回にはよりよい発表ができるよう努力し
てください。

(9)テストやレポ
ートの予定

　テストやレポートはありません。

(10)成績評価の方
法

　受講に際しての積極性と実績（出欠や発表内容のプレゼンテーション能力，質問への返答能力，他の
発表者への積極的な質問を行うなどの状況）を点数化し，その点数を以下の基準に照らし合わせて評価
します。
　　　評価基準：　評語　　　 略号　　　　 点数
　　　　　　　　　 秀　　　　 Ｓ　　　　 90-100
　　　　　　　　　 優　　　　 Ａ　　　　 80-89
　　　　　　　　　 良　　　　 Ｂ　　　　 70-79
　　　　　　　　　 可　　　　 Ｃ　　　　 60-69
　　　　　　　　　不可　　　　Ｄ　　　　 59以下

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

　研究室で随時応じます。

(12)履修上の注意 　本授業は積極的に参加しなくては意味がありません。活発な質疑応答を希望します。

【教科書】 　食品科学分野の最新の学術雑誌（英文）に掲載された論文をテキストとします。

【参考書】 　必要に応じて図書館やインターネットで調べてください。わからない場合は相談に応じます。


